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【
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の

　
　主
な
課
題
・
分
析
】

●
回
答
さ
れ
た
年
代
は
、

１０
代
か
ら
４０
代
が
２
１
・

８
％
で
５０
代
か
ら
が
約
８

割
を
占
め
て
い
る
こ
と
か

ら
若
年
層
の
考
え
方
、
意

見
を
積
極
的
に
お
聞
き
す

る
必
要
が
あ
る
。

●
約
８
割
の
方
が
議
会
へ

関
心
が
あ
り
、
議
会
を
あ

る
程
度
評
価
さ
れ
て
い
る

が
、
さ
ら
に
議
会
へ
の
関

心
を
高
め
る
た
め
、
住
民

か
ら
活
動
が
見
え
る
議
会

活
動
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

●
「
議
会
だ
よ
り
」
に
つ

い
て
は
、
１
７
・
６
％
の

方
が
、
読
ま
な
い
・
ほ
と

ん
ど
読
ま
な
い
と
回
答
さ

れ
た
こ
と
か
ら
、
見
や
す

い
、
読
み
や
す
い
「
議
会

だ
よ
り
」
の
発
行
に
努
め
、

議
会
へ
の
関
心
が
高
ま
る

よ
う
努
力
す
る
必
要
が
あ

る
。

●
７
３
・
１
％
の
方
が

「
議
会
基
本
条
例
」
を
読

ん
だ
こ
と
が
な
い
・
知
ら

な
い
た
め
議
会
の
基
本
指

針
で
あ
る
「
議
会
基
本
条

例
」
を
議
会
報
告
会
等
で

わ
か
り
や
す
く
周
知
し
て

い
く
必
要
が
あ
る
。

●
議
会
の
ネ
ッ
ト
中
継
に

つ
い
て
は
２
５
・
７
%
、

政
務
活
動
費
の
支
給
に
つ

い
て
は
２
６
%
が
必
要
と

回
答
さ
れ
て
い
る
が
、
約

４
人
に
３
人
の
方
が
必
要

と
考
え
て
い
な
い
現
状
を

認
識
し
、
今
後
の
方
向
性

を
考
え
て
い
く
。

●
議
会
へ
の
要
望
、
意
見

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
を
反

映
さ
せ
る
こ
と
が
議
会
と

し
て
の
責
務
で
あ
り
、
議

会
報
告
会
等
で
議
会
の
考

え
方
を
示
し
な
が
ら
実
現

に
向
け
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
議
会
へ
要
望
に

　
　
　
　
　
　つ
い
て
】

●
議
会
に
対
す
る
意
見
、

要
望
等
は
、
総
数
で
３
７

３
件
あ
っ
た
。
意
見
に
つ

い
て
は
、
議
会
事
務
局
で

閲
覧
で
き
る
。

●
町
づ
く
り
で
早
急
に
取

り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
こ

と
、
将
来
に
向
け
て
必
要

な
も
の
の
中
で
意
見
が
多

か
っ
た
も
の
は
次
の
と
お

り
。

①
雇
用
対
策
（
働
く
場
所
）

②
除
排
雪
な
ど
雪
対
策

③
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト

の
整
備

④
介
護
・
認
知
症
対
策

【
今
後
の
方
向
性
と

　取
り
組
み
に
つ
い
て
】

●
要
望
事
項
が
多
い
項
目

や
、
早
急
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
事
項
に

つ
い
て
は
、
議
員
全
員
で

課
題
の
整
理
と
、
推
進
策

を
協
議
す
る
。

●
議
会
と
し
て
総
意
が
形

成
さ
れ
た
事
項
に
つ
い
て

は
、
議
会
報
告
会
等
で
意

見
を
い
た
だ
き
、
政
策
提

言
等
と
し
て
ま
と
め
行
政

へ
提
言
し
、
町
民
の
意
見

を
反
映
さ
せ
る
。

議会アンケート１８３９名から回答
ご意見への取り組みと課題の解決に向けて

　昨
年
１２
月
に
全
世
帯
を
対
象
に
「
議
会
に
関
す
る
ア

ン
ケ
ー
ト
」
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
１
８
３
９
人
（
回
収

率
５
６
・
３
％
）
か
ら
回
答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ご

協
力
に
感
謝
い
た
し
ま
す
。
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
に
つ
い

て
は
、
全
世
帯
へ
配
布
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
数
値
等

の
詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

が
、
今
後
、
町
民
の
意
向
と
ご
意
見
を
反
映
さ
せ
て
ま

い
り
ま
す
。
な
お
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
と
議
会
へ
の
要

望
事
項
に
つ
い
て
は
、
３
月
４
日
に
議
員
全
員
で
町
長

に
も
報
告
し
て
い
ま
す
。

活
発
な
意
見
交
換
〜
各
団
体
と
の
語
る
会

活
発
な
意
見
交
換
〜
各
団
体
と
の
語
る
会

活
発
な
意
見
交
換
〜
各
団
体
と
の
語
る
会

　高
齢
化
社
会
の
進
展
に
よ
り
、
介
護
の
現
状
に

対
す
る
認
識
を
深
め
、
課
題
な
ど
を
共
有
し
、
解

決
策
を
模
索
す
る
た
め
、「
み
す
ぎ
荘
」
会
議
室
で
、

「
金
山
厚
生
会
」
岸
知
巳
理
事
長
を
は
じ
め
役
員

の
皆
さ
ん
と
議
員
の
語
る
会
を
開
催
し
た
。
最
初

に
「
み
す
ぎ
荘
」
の
施
設
を
見
学
し
、
意
見
交
換

を
行
っ
た
。
金
山
厚
生
会
の
現
状
と
今
後
の
方
向

性
、
診
療
所
の
救
急
指
定
の
休
止
に
よ
る
夜
間
の

急
患
の
問
題

な
ど
に
つ
い

て
情
報
交
換

と
課
題
の
解

決
方
策
を
話

し
あ
い
、
後

日
、
行
政
に

確
認
の
う
え
、

議
会
と
し
て

金
山
厚
生
会

へ
報
告
し
た
。 

金
山
厚
生
会
役
員
と

議
員
の
語
る
会 

（
12
月
25
日
）

　議
会
を
代
表
し
柴
田
清
正
議
長
挨
拶
の
後
、
金

山
支
部
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
渡
部
俊
治
支
部

長
か
ら
報
告
を
受
け
、
支
部
会
員
の
減
少
と
高
齢

化
、
金
山
型
住
宅
の
Ｐ
Ｒ
、
景
観
助
成
金
な
ど
の

あ
り
方
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
っ
た
。
ま
た
、

支
部
か
ら
意
見
が
あ
っ
た
景
観
助
成
金
の
再
助
成

に
つ
い
て
は
、
３
月
定
例
会
で
一
般
質
問
を
行
い
、

町
と
し
て
の
今
後
の
方
向
性
な
ど
を
確
認
し
た
。

新
庄
最
上
建
設
総
合
組
合

金
山
支
部
と
議
員
の
語
る
会

　
　
　
　
　

 

　（
１
月
29
日
）

　毎
年
実
施
し
て
い
る
議
員
と
女
性
の
語
る
会
を

連
合
婦
人
会
（
丹
ス
ワ
子
会
長
）
か
ら
６０
名
の
出

席
を
い
た
だ
き
、
中
央
公
民
館
で
開
催
し
た
。
新

人
議
員
３
名
の
抱
負
や
新
庄
南
高
等
学
校
金
山
校

の
模
擬
議
会
で
感
じ
た
こ
と
、
町
の
施
策
等
に
つ

い
て
、
各
議
員
が
述
べ
た
後
に
意
見
交
換
を
行
っ

た
。
参
加
者
か
ら
、
認
知
症
、
診
療
所
の
救
急
指

定
休
止
に
よ
る
夜
間
診
療
、
が
ん
検
診
の
無
料
ク

ー
ポ
ン
、
議
会
と
し
て
意
見
を
ど
の
よ
う
に
反
映

さ
せ
て
い
る
か

な
ど
活
発
な
意

見
交
換
が
さ
れ

た
。
ま
た
、
参

加
者
か
ら
の
意

見
に
つ
い
て
は
、

３
月
定
例
会
で

一
般
質
問
を
行

う
と
と
も
に
、

常
任
委
員
会
等

で
町
と
し
て
の

見
解
を
確
認
し

た
。 議

員
と
女
性
の
語
る
会

　
　
　
　
　
　

 

（
２
月
９
日
）

議会活性化
特別委員会
　報　告

ボランティアによる除雪 ２つ目の貸工場整備予定地

議会アンケート結果を町長へ報告（3月4日）

新しく開店した「ふれあい産直金山」

介護対策を問う（新南金山校模擬議会）

７月３日（日）体育センター開催予定町民の皆様
の参加・見学で大会を盛り上げましょう。


